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Ⅰ．は じ め に

Brugada症候群におけるST-T波形変化はしばし

ば日内および日差変動を示し，予後との関係につい

て注目されている1）～3）．特に，ST-T波形の日内変動

は，一般に自律神経活動の変化によって生じやすく，

その他，代謝的および内分泌的な多因子的要素が関

与していると考えられている3）～7）．一方，Brugada

症候群においては，糖負荷後の血清インスリン値に

12誘導心電図によるBrugada症候群における日内変動
の検討
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【背景】Brugada症候群においては，糖負荷後の血清インスリン値（IRI）に対応してST

偏位が増悪することが知られている．一方，12誘導心電図（ECG）による本疾患にお

ける日内変動と食事との関係についての検討はない．【方法】Brugada症候群17例に

対し，各食前および食後1時間，0時，3時に施行したECGにおけるV1～V3誘導の

ST上昇の変化を検討した．同時に血糖値，IRI，血漿K値を測定した．【結果】17例

中9例（53％）にST波形の日内変動を認め，そのうち朝食後，昼食前，夕食前，夕

食後に変化を認めたのは，それぞれ2例，2例，2例，3例であり，全例0～3時に

かけてST波形変化は改善し，正常化する例も認められた．ST上昇の程度は夕食後

に最も高値を示し，0時および3時で有意に低下し，その関係は血糖値，IRIにおい

ても同様であった．【結語】Brugada症候群におけるST偏位はしばしば日内変動を示

し，その程度は夕方，特に夕食後に強く認められ，真夜中から早朝にかけては軽快

する傾向があった．以上より，Brugada症候群における心室細動の発生時間に関与

する所見と考えられた．
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対応してST偏位が増悪することが知られている8），9）．

しかし，12誘導心電図（ECG）によるBrugada症候群

における日内変動と食事との関係についての検討は

ない．

今回，我々の研究はBrugada症候群における日内

変動について，12誘導ECG記録から検討すること

を目的とした．

Ⅱ．方　　　法

1．対象

Brugada症候群17例（男性17例，平均年齢55±14

歳）を対象として検討した．全例において，V1～V3

誘導でST上昇（≧2 mm）を認め，うち9例は一過性

または持続性のcoved型 ST上昇を呈し，8例は

saddle-back型ST上昇を認めた．後者はNa+チャネ

ル遮断薬負荷試験によって，6例がcoved型に移行

し，2例は2 mm以上のST上昇を呈した．17例中6

例（35％）が症候性であり，4例（23％）に心臓突然死

の家族歴を認めた．また，17例中14例に電気生理

学的検査を施行し，心室プログラム刺激により14例

全例に心室細動が誘発された．また，対象例におい

て糖尿病は認められなかった．

2．12誘導心電図および血糖値，血清インスリン

値，血漿K値の日内測定

患者に検査の説明を十分に行い，同意を得て検査

を施行した．朝食，昼食，夕食の各食前および食後

1時間，0時，3時の各8点において12誘導心電図記

録を行った．また，同時に各8点で血液採取し，血

糖値，血清インスリン値（IRI），血漿K値を測定した．

3．12誘導心電図における日内変動の判定

各心電図記録時において，V1～V3誘導のST波形

が変化した場合を日内変動ありと判定した．つまり，

各点の記録を比較し，ST 上昇の波形が正常，

saddle-back型，coved型より，それぞれ異なった

ST波形に変化した場合を陽性とした．ST上昇の程

度の日内変動を評価するために，V2誘導のJ点にお

けるST上昇度（mm）を測定し，各食事前後および0

時，3時との間で比較検討した．

Ⅲ．結　　　果

1．血漿K値，血糖値，血清インスリン値（IRI）の

日内変動（表1）

表1に示すように，血漿K値は各測定時において

有意な差は認められず，日内変動は示さなかった．

一方，血糖値およびIRIは食後にて有意に上昇し，0

時，3時においては夕食後に比し有意に低値を示し

た．さらに，血糖値に比較し，IRIは食後の上昇お

よび夜間の低下の程度が強く認められた．

2．ST上昇の程度における日内変動

表1に示すように，ST上昇の程度は夕食後に最も

高値（3.4±1.8 mm）を示し，0時および3時で有意に

低下した．しかし，朝食前より再びST上昇の程度

は強くなり，朝食後には一層上昇し，日中から夕食

後にかけて高値を示した．0時および3時のST低下

時ではIRIも同様に低値を示した．

3．ST波形変化の日内変動

実例を示す．図1に57歳男性のBrugada症候群に

おける心電図の日内変動を示す．V1, 2誘導にて，朝

食後ST上昇に伴い，ST波形はsaddle-back型から
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表1 血漿K値，血糖値，血清インスリン値（IRI），ST上昇度の日内変動

＊P＜0.01 vs 食前，＊＊P＜0.05 vs 食前，†P＜0.01 vs 夕食後　§P＜0.05 vs 3時

..朝食前 0..朝食後 0..昼食前 0..昼食後 0..夕食前 0..夕食後 00...0時 00...3時
血漿K値（mEq/l） 4.1±0.4 04.0±0.2 04.1±0.3 04.0±0.3 04.1±0.3 00.4±0.4 04.3±0.5 04.1±0.2
血糖値（mg/dl） .98±9 .132±35＊ .110±28 .126±20＊＊ .107±24 .147±32＊ .107±23† .101±10†

IRI（μU/ml） 0.6±2 0.47±32＊ 0.20±16 0.37±27＊＊ 0.14±18 0.48±38＊ 0.10±13† 00.6±3†

ST上昇度（V2） 2.9±1.4§ 03.1±1.4 03.1±1.7 03.0±1.6 03.3±1.9 03.4±1.8 02.7±1.4† 02.5±1.3†



coved型に移行し，その波形は日中から夕食後まで

持続し，夕食後にてcoved型の変化はやや強く認め

られた．しかし，0時，3時にはST上昇の程度は弱

くなり，saddle-back型ST上昇に戻った．図2に47

歳男性のBrugada症候群の症例を示す．V1～V3誘

導において，昼食前よりsaddle-back型からcoved型

ST上昇に変化し，ST上昇の程度は夕食前で最も強

く認められた．しかし，0時，3時にはST上昇の程

度は弱くなり，saddle-back型のST波形に戻り，朝

食前のST上昇へ移行した．図1の症例とは異なっ

たST波形の日内変動を示した．

図3に17例全例のST上昇波形の日内変動を示す．

17例中9例（53％）にST波形の日内変動を認めた．

そのうち朝食後，昼食前，夕食前，夕食後に変化を

認めたのは，それぞれ2例，2例，2例，3例であり，

全例0～3時にかけてST上昇波形の変化は改善し，

正常化する例も認められた．

Ⅳ．考　　　案

今回の検討より，Brugada症候群におけるST上

昇の程度および波形はしばしば日内変動を示し，そ

の変化は夕方，特に夕食後に強く認められ，逆に真
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図1 57歳男性のBrugada症候群における心電図の日内変動
朝食後にV1，2誘導で，ST上昇およびsaddle-back型からcoved型のST波形変化を認め（矢印），波形変化は日中か

ら夕食後まで持続し，夕食後にてcoved型の変化は強く認められた．0時，3時にはST波形はsaddle-back型に戻

った（矢印）．



夜中から早朝かけては軽快する傾向であった．本疾

患ではST上昇の程度やST波形変化が強いほど，心

室性不整脈の発生基質となる脱分極および再分極異

常を反映し，心室細動の発生に関与すると考えられ

ている10），11）．つまり，このようなST偏位の日内変

動は心室細動の発生時間に関連する可能性が考えら

れた．

しかし，Brugada症候群における心室細動の発症

はICDの作動状況より，真夜中から早朝までの迷走

神経活動が亢進した就寝中の時間帯に好発すると報

告されている6）．これは，本疾患の病態において，

就寝中では迷走神経活動亢進に伴って徐脈が生じる

ことが増悪因子となると考えられている3），5）．一方，

夕方から真夜中にかけても，心室細動が発症する頻

度が高いという報告もあり，必ずしも就寝中にのみ

出現するとは限られてはいない3），7）．今回の我々の
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朝食前 朝食後 昼食前 昼食後 
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図2 47歳男性のBrugada症候群における心電図の日内変動
V1～V3誘導で，昼食前よりsaddle-back型からcoved型のST波形変化を認め，ST上昇の程度は夕食前で最も増強した

（矢印）．0時，3時にはST波形はsaddle-back型に戻り，ST上昇の程度も減弱した（矢印）．
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図3 17例全例のBrugada症候群におけるST上昇
波形の日内変動

ST波形変化（＋）：9/17例（53%）



検討においても，ST偏位の出現は夕食後に高率に

認められ，むしろ夜間就寝中には軽快しており，迷

走神経活動の亢進を反映したとは考えにくい．

我々はBrugada症候群において，経口ブドウ糖負

荷試験で，糖負荷後の血清インスリン値の上昇に対

応してST偏位が増悪することを報告してきた8），9）．

これらの結果より，経口ブドウ糖負荷と同様に食事

の負荷によってもST偏位が増悪することが推測さ

れる．しかし，本研究では，必ずしも朝食や昼食に

よる食事負荷はST偏位に影響を及ぼさず，夕食後

においてのみST偏位が増悪し，ST上昇の程度も有

意に増強した．夕食後における血糖値および血清イ

ンスリン値が最も高値を示したことから，経口ブド

ウ糖負荷と同様に，夕食による食事負荷がST偏位

を増強した可能性も考えられる．また，血漿K値は

有意な日内変動を示さなかったが，他の体液的変化

や自律神経活動の変化もST偏位に密接に関与した

とも推測される．さらに，真夜中から早朝において，

迷走神経活動が亢進しているにもかかわらず，ST

偏位が改善していることより，就寝中に好発する心

室細動の発生機序において，自律神経活動の変化の

みが関与したとは考えにくい．以上より，Brugada

症候群におけるST偏位はしばしば日内変動を示し，

その成因の解明にはより一層の検討が必要と考えら

れた．
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